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越
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中
旬
か
ら
三

月
中
旬
ま
で
の
三
か
月
間
に
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
工
程

の
回
復
に
努
め
た
。

　

平
成
三
年
十
二
月
に
開
始
さ
れ
た
試
験
湛
水
で
は
、
開

始
直
後
か
ら
基
礎
地
盤
の
揚
圧
力
が
高
く
、
そ
の
原
因
が

基
礎
深
部
に
存
在
す
る
被
圧
地
下
水
に
あ
る
と
推
定
さ
れ

た
た
め
、
被
圧
地
下
水
層
に
達
す
る
地
下
水
排
水
施
設
を

設
け
、
被
圧
地
下
水
に
よ
る
揚
圧
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
平
成
五
年
三
月
、
試
験
湛
水
は
無
事
終
了
し
た
。

　

国
営
事
業
は
、
農
地
造
成
三
七
〇
・
八
ha
（
畑
地
面
積

二
七
〇
・
九
ha
）
と
併
せ
て
、
坂
根
ダ
ム
、
揚
水
機
場
（
三

か
所
）、
用
水
路
（
七
八
・
四
㎞
）、
道
路
（
三
八
・
八
㎞
）

他
を
整
備
し
、
総
事
業
費
三
〇
七
億
円
と
二
二
年
の
歳
月

坂根ダム　断面図
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を
か
け
平
成
八
年
度
に
完
了
し
た
。

　

現
在
、
坂
根
ダ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
畑
地
か
ん
が
い
施

設
は
、
奥
出
雲
町
土
地
改
良
区
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る

が
、
国
営
事
業
完
了
後
三
〇
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
水
路
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
の
漏
水
対
策
を
は
じ

め
、
既
に
更
新
済
み
の
ダ
ム
管
理
施
設
の
再
更
新
も
含
め
、

施
設
全
体
の
更
新
対
策
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

国
営
事
業
完
了
後
の
奥
出
雲
町
の
動
き
と

現
在
の
姿

　

奥
出
雲
町
の
人
口
は
、
国
営
事
業
完
了
前
年
の
平
成
七

年
（
一
七
、四
二
六
人
）
か
ら
令
和
六
年
（
一
一
、二
一
四

人
）
ま
で
の
約
三
〇
年
間
で
ほ
ぼ
三
分
の
二
に
減
少
し
、

こ
の
間
、
高
齢
化
率
は
約
二
七
％
か
ら
約
四
六
％
に
上
昇

し
て
い
る
。
特
に
、
第
一
次
産
業
就
業
人
口
は
、
平
成
七

年
（
二
、五
四
三
人
）
か
ら
令
和
二
年
（
一
、〇
二
八
人
）

ま
で
の
二
五
年
間
で
約
四
割
に
減
少
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

総
就
業
人
口
（
六
、一
四
二
人
、
令
和
二
年
）
に
占
め
る

第
一
次
産
業
就
業
人
口
の
割
合
は
約
一
七
％
と
、
島
根
県

全
体
の
第
一
次
産
業
就
業
人
口
割
合
（
約
七
％
、
令
和
二

年
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
第
一
次
産

業
が
地
域
の
主
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
町
の
農
業
産
出
額
は
、
平
成
二
十
八
年
以
降
、

三
〇
億
円
台
の
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。
米

（
一
四
・
五
億
円
、
令
和
四
年
）と
畜
産（
一
一
・
六
億
円
、

令
和
四
年
）が
約
七
割
を
占
め
る
が
、
近
年
、
野
菜
の
占

め
る
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年（
四
・
七
億

円
）か
ら
令
和
四
年（
八
・
九
億
円
）の
五
年
間
で
一
・
九
倍

近
く
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
認
定
農
業
者
に
よ
る
周

年
施
設
栽
培
が
始
ま
っ
た
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
産
出
額
は
、

農
林
水
産
省
に
よ
る
市
町
村
別
農
業
産
出
額（
推
計
）に

よ
る
と
、
平
成
二
十
九
年（
五
千
万
円
）か
ら
令
和
四
年

（
四
・
八
億
円
）の
五
年
間
で
九
倍
以
上
に
増
加
し
、
令
和

元
年
か
ら
は
四
年
連
続
で
県
内
市
町
村
一
位
と
な
っ
て
い

る
。

　

旧
横
田
町
で
は
、
国
営
事
業
実
施
中
の
平
成
元
年
に
社

団
法
人
横
田
町
農
業
公
社
（
現
、
一
般
社
団
法
人
奥
出
雲

町
農
業
公
社
）
を
設
立
し
、
土
づ
く
り

の
た
め
土
壌
改
良
（
熟
畑
化
）
に
取
組

む
と
と
も
に
、
平
成
六
年
に
は
町
内
外

の
就
農
希
望
者
を
対
象
に
栽
培
技
術

と
経
営
管
理
技
術
を
習
得
さ
せ
る
農

業
者
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を
設
け
、
担
い

手
農
家
の
育
成
に
取
組
ん
で
き
た
。
ま

た
、
平
成
十
六
年
に
は
、
農
地
貸
付
方

株式会社島根ワイナリー「横田ヴィンヤード」

株式会社島根ワイナリーのブランドワイン「横田」

株式会社アグリベスト「奥出雲農園」

株式会社アグリベスト
トマトジュース「奥出雲美人」

式
に
よ
る
株
式
会
社
の
農
業
参
入
を
認
め
る
農
地
制
度
の

特
例
が
適
用
さ
れ
る
国
家
戦
略
特
区
「
奥
出
雲
来
遠
（
ら

い
お
ん
）
の
里
づ
く
り
」
の
認
定
を
受
け
、
地
元
企
業
の

農
業
参
入
を
促
進
し
た
結
果
、
企
業
を
は
じ
め
個
人
、
農

業
生
産
法
人
等
の
参
入
が
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
年
、
奥
出
雲
町
に
自
社
農
園
「
横
田
ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
」（
約
五
四
a
）
を
開
設
し
た
株
式
会
社
島
根
ワ

イ
ナ
リ
ー
は
、
現
在
、
栽
培
面
積
を
約
九
〇
a
に
拡
大
し
、

冷
涼
で
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
ブ
ド
ウ
栽
培
に
適
し
た

気
候
を
生
か
し
て
高
品
質
ワ
イ
ン
の
生
産
に
取
組
ん
で
お

り
、
今
後
は
栽
培
面
積
の
更
な
る
拡
大
を
予
定
し
て
い
る
。

同
農
園
で
収
穫
さ
れ
た
醸
造
用
ぶ
ど
う
の
み
を
使
っ
た

「
横
田
」ブ
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
ン
は
、「
日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
2
0
2
3
」
で
の
シ
ル
バ
ー
賞
受
賞
を
は
じ
め
多
く
の

受
賞
歴
を
有
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
四
年
か
ら
大
型
ハ
ウ
ス
四
棟
（
二
・
二
ha
）

に
よ
る
ト
マ
ト
栽
培
を
本
格
化
し
た
株
式
会
社
ア
グ
リ
ベ

ス
ト
は
、
年
間
約
二
〇
〇
t
の
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
と
と

も
に
、百
％
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
「
奥
出
雲
美
人
」
を
加
工
・

販
売
し
て
い
る
。
同
農
園
は
平
成
二
十
五
年
に
安
全
で
美

味
し
い
島
根
の
県
産
品
認
証
で
あ
る
「
美
味
し
ま
ね
」
を

取
得
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
七
年
に
は
適
正
農
業
規

範
の
世
界
標
準
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
認
証
も

取
得
し
て
い
る
。

　

長
年
に
亘
っ
て
国
営
開
発
農
地
へ
参
入
し
た
個
人
・
企

業
の
作
付
け
拡
大

や
環
境
保
全
型
農

業
の
推
進
に
貢
献

し
て
き
た
株
式
会

社
サ
ン
エ
イ
ト
が

運
営
す
る
奥
出
雲

中
村
フ
ァ
ー
ム
で

は
、
町
内
七
・
四

ha
（
令
和
五
年
）

で
栽
培
さ
れ
る
エ

ゴ
マ
を
一
括
集
荷

し
エ
ゴ
マ
油
と
し

て
加
工
・
販
売
す

る
他
、
町
内
の
契

約
農
家
が
栽
培
す

る
と
う
が
ら
し
の
加
工
・
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

　

町
内
約
八
八
ha
（
令
和
五
年
）
で
栽
培
さ
れ
る
そ
ば
は
、

日
本
三
大
そ
ば
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
出
雲
そ
ば
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
、
奥
出
雲
地
域
で
栽
培
さ
れ
る

在
来
種
「
横
田
小
そ
ば
」
は
味
と
香
り
の
よ
さ
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、「
横
田
小
そ
ば
」
を
は
じ
め
と

す
る
在
来
種
の
栽
培
面
積
は
、
町
の
そ
ば
栽
培
面
積
の
約

二
割
を
占
め
て
お
り
、
国
営
開
発
農
地
に
お
い
て
も
そ
の

採
種
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

坂
根
ダ
ム
の
用
水
は
、
国
営
開
発
農
地
（
畑
地
）
の
他
、

隣
接
す
る
水
田
（
七
五
ha
）
に
も
補
給
用
水
と
し
て
供
給

さ
れ
て
い
る
。
奥
出
雲
町
で
生
産
さ
れ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、

登
熟
期
の
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
栽
培
条
件
に
適
し
て

お
り
良
質
米
と
な
る
こ
と
か
ら
「
仁
多
米
」
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
高
値
で
販
売
さ
れ
て
い
る
他
、
地
元
産
の
酒
米
を
原

料
と
し
た
地
酒
や
餅
な
ど
の
加
工
品
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

「
仁
多
米
」
は
、
第
二
十
六
回
（
令
和
六
年
産
米
）「
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」
の
国
際
総
合
部

門
で
、
八
年
連
続
十
四
回
目
の
金
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
令
和
六
年
に
は
、
個
人
が
新
た
に
醸
造
用
ぶ

ど
う
（
約
四
〇
a
）
の
栽
培
を
開
始
し
た
他
、
令
和
七
年

度
か
ら
は
、
国
営
開
発
農
地
の
耕
作
放
棄
地
対
策
を
兼
ね

て
、
岡
山
県
倉
敷
市
に
本
社
を
置
く
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
サ
ン

フ
ィ
ー
ド
株
式
会
社
に
よ
る
デ
ン
ト
コ
ー
ン
（
一
二
ha
）

の
栽
培
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
令
和
六

年
度
に
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
試
験
栽
培
が
実
施
さ
れ
た
。

　

町
内
に
は
、
道
の
駅「
奥
出
雲
お
ろ
ち
ル
ー
プ
」の
他
、

「
よ
こ
た
だ
ん
だ
ん
市
場
」や「
仁
多
特
産
市
」を
は
じ
め
と

株式会社サンエイト奥出雲中村ファーム「エゴマ油と唐辛子」 

地域ブランド米「仁多米」 
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を
か
け
平
成
八
年
度
に
完
了
し
た
。

　

現
在
、
坂
根
ダ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
畑
地
か
ん
が
い
施

設
は
、
奥
出
雲
町
土
地
改
良
区
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る

が
、
国
営
事
業
完
了
後
三
〇
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
水
路
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
の
漏
水
対
策
を
は
じ

め
、
既
に
更
新
済
み
の
ダ
ム
管
理
施
設
の
再
更
新
も
含
め
、

施
設
全
体
の
更
新
対
策
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

国
営
事
業
完
了
後
の
奥
出
雲
町
の
動
き
と

現
在
の
姿

　

奥
出
雲
町
の
人
口
は
、
国
営
事
業
完
了
前
年
の
平
成
七

年
（
一
七
、四
二
六
人
）
か
ら
令
和
六
年
（
一
一
、二
一
四

人
）
ま
で
の
約
三
〇
年
間
で
ほ
ぼ
三
分
の
二
に
減
少
し
、

こ
の
間
、
高
齢
化
率
は
約
二
七
％
か
ら
約
四
六
％
に
上
昇

し
て
い
る
。
特
に
、
第
一
次
産
業
就
業
人
口
は
、
平
成
七

年
（
二
、五
四
三
人
）
か
ら
令
和
二
年
（
一
、〇
二
八
人
）

ま
で
の
二
五
年
間
で
約
四
割
に
減
少
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

総
就
業
人
口
（
六
、一
四
二
人
、
令
和
二
年
）
に
占
め
る

第
一
次
産
業
就
業
人
口
の
割
合
は
約
一
七
％
と
、
島
根
県

全
体
の
第
一
次
産
業
就
業
人
口
割
合
（
約
七
％
、
令
和
二

年
）
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
第
一
次
産

業
が
地
域
の
主
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
町
の
農
業
産
出
額
は
、
平
成
二
十
八
年
以
降
、

三
〇
億
円
台
の
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。
米

（
一
四
・
五
億
円
、
令
和
四
年
）と
畜
産（
一
一
・
六
億
円
、

令
和
四
年
）が
約
七
割
を
占
め
る
が
、
近
年
、
野
菜
の
占

め
る
割
合
が
増
加
し
て
お
り
、
平
成
二
十
九
年（
四
・
七
億

円
）か
ら
令
和
四
年（
八
・
九
億
円
）の
五
年
間
で
一
・
九
倍

近
く
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
認
定
農
業
者
に
よ
る
周

年
施
設
栽
培
が
始
ま
っ
た
ほ
う
れ
ん
そ
う
の
産
出
額
は
、

農
林
水
産
省
に
よ
る
市
町
村
別
農
業
産
出
額（
推
計
）に

よ
る
と
、
平
成
二
十
九
年（
五
千
万
円
）か
ら
令
和
四
年

（
四
・
八
億
円
）の
五
年
間
で
九
倍
以
上
に
増
加
し
、
令
和

元
年
か
ら
は
四
年
連
続
で
県
内
市
町
村
一
位
と
な
っ
て
い

る
。

　

旧
横
田
町
で
は
、
国
営
事
業
実
施
中
の
平
成
元
年
に
社

団
法
人
横
田
町
農
業
公
社
（
現
、
一
般
社
団
法
人
奥
出
雲

町
農
業
公
社
）
を
設
立
し
、
土
づ
く
り

の
た
め
土
壌
改
良
（
熟
畑
化
）
に
取
組

む
と
と
も
に
、
平
成
六
年
に
は
町
内
外

の
就
農
希
望
者
を
対
象
に
栽
培
技
術

と
経
営
管
理
技
術
を
習
得
さ
せ
る
農

業
者
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を
設
け
、
担
い

手
農
家
の
育
成
に
取
組
ん
で
き
た
。
ま

た
、
平
成
十
六
年
に
は
、
農
地
貸
付
方

株式会社島根ワイナリー「横田ヴィンヤード」

株式会社島根ワイナリーのブランドワイン「横田」

株式会社アグリベスト「奥出雲農園」

株式会社アグリベスト
トマトジュース「奥出雲美人」

式
に
よ
る
株
式
会
社
の
農
業
参
入
を
認
め
る
農
地
制
度
の

特
例
が
適
用
さ
れ
る
国
家
戦
略
特
区
「
奥
出
雲
来
遠
（
ら

い
お
ん
）
の
里
づ
く
り
」
の
認
定
を
受
け
、
地
元
企
業
の

農
業
参
入
を
促
進
し
た
結
果
、
企
業
を
は
じ
め
個
人
、
農

業
生
産
法
人
等
の
参
入
が
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
年
、
奥
出
雲
町
に
自
社
農
園
「
横
田
ヴ
ィ
ン

ヤ
ー
ド
」（
約
五
四
a
）
を
開
設
し
た
株
式
会
社
島
根
ワ

イ
ナ
リ
ー
は
、
現
在
、
栽
培
面
積
を
約
九
〇
a
に
拡
大
し
、

冷
涼
で
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
ブ
ド
ウ
栽
培
に
適
し
た

気
候
を
生
か
し
て
高
品
質
ワ
イ
ン
の
生
産
に
取
組
ん
で
お

り
、
今
後
は
栽
培
面
積
の
更
な
る
拡
大
を
予
定
し
て
い
る
。

同
農
園
で
収
穫
さ
れ
た
醸
造
用
ぶ
ど
う
の
み
を
使
っ
た

「
横
田
」ブ
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
ン
は
、「
日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
2
0
2
3
」
で
の
シ
ル
バ
ー
賞
受
賞
を
は
じ
め
多
く
の

受
賞
歴
を
有
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
四
年
か
ら
大
型
ハ
ウ
ス
四
棟
（
二
・
二
ha
）

に
よ
る
ト
マ
ト
栽
培
を
本
格
化
し
た
株
式
会
社
ア
グ
リ
ベ

ス
ト
は
、
年
間
約
二
〇
〇
t
の
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
と
と

も
に
、百
％
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
「
奥
出
雲
美
人
」
を
加
工
・

販
売
し
て
い
る
。
同
農
園
は
平
成
二
十
五
年
に
安
全
で
美

味
し
い
島
根
の
県
産
品
認
証
で
あ
る
「
美
味
し
ま
ね
」
を

取
得
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
七
年
に
は
適
正
農
業
規

範
の
世
界
標
準
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ギ
ャ
ッ
プ
認
証
も

取
得
し
て
い
る
。

　

長
年
に
亘
っ
て
国
営
開
発
農
地
へ
参
入
し
た
個
人
・
企

業
の
作
付
け
拡
大

や
環
境
保
全
型
農

業
の
推
進
に
貢
献

し
て
き
た
株
式
会

社
サ
ン
エ
イ
ト
が

運
営
す
る
奥
出
雲

中
村
フ
ァ
ー
ム
で

は
、
町
内
七
・
四

ha
（
令
和
五
年
）

で
栽
培
さ
れ
る
エ

ゴ
マ
を
一
括
集
荷

し
エ
ゴ
マ
油
と
し

て
加
工
・
販
売
す

る
他
、
町
内
の
契

約
農
家
が
栽
培
す

る
と
う
が
ら
し
の
加
工
・
販
売
も
行
っ
て
い
る
。

　

町
内
約
八
八
ha
（
令
和
五
年
）
で
栽
培
さ
れ
る
そ
ば
は
、

日
本
三
大
そ
ば
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
出
雲
そ
ば
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
、
奥
出
雲
地
域
で
栽
培
さ
れ
る

在
来
種
「
横
田
小
そ
ば
」
は
味
と
香
り
の
よ
さ
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、「
横
田
小
そ
ば
」
を
は
じ
め
と

す
る
在
来
種
の
栽
培
面
積
は
、
町
の
そ
ば
栽
培
面
積
の
約

二
割
を
占
め
て
お
り
、
国
営
開
発
農
地
に
お
い
て
も
そ
の

採
種
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

坂
根
ダ
ム
の
用
水
は
、
国
営
開
発
農
地
（
畑
地
）
の
他
、

隣
接
す
る
水
田
（
七
五
ha
）
に
も
補
給
用
水
と
し
て
供
給

さ
れ
て
い
る
。
奥
出
雲
町
で
生
産
さ
れ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、

登
熟
期
の
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
栽
培
条
件
に
適
し
て

お
り
良
質
米
と
な
る
こ
と
か
ら
「
仁
多
米
」
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
高
値
で
販
売
さ
れ
て
い
る
他
、
地
元
産
の
酒
米
を
原

料
と
し
た
地
酒
や
餅
な
ど
の
加
工
品
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

「
仁
多
米
」
は
、
第
二
十
六
回
（
令
和
六
年
産
米
）「
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」
の
国
際
総
合
部

門
で
、
八
年
連
続
十
四
回
目
の
金
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
令
和
六
年
に
は
、
個
人
が
新
た
に
醸
造
用
ぶ

ど
う
（
約
四
〇
a
）
の
栽
培
を
開
始
し
た
他
、
令
和
七
年

度
か
ら
は
、
国
営
開
発
農
地
の
耕
作
放
棄
地
対
策
を
兼
ね

て
、
岡
山
県
倉
敷
市
に
本
社
を
置
く
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
サ
ン

フ
ィ
ー
ド
株
式
会
社
に
よ
る
デ
ン
ト
コ
ー
ン
（
一
二
ha
）

の
栽
培
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
令
和
六

年
度
に
は
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
試
験
栽
培
が
実
施
さ
れ
た
。

　

町
内
に
は
、
道
の
駅「
奥
出
雲
お
ろ
ち
ル
ー
プ
」の
他
、

「
よ
こ
た
だ
ん
だ
ん
市
場
」や「
仁
多
特
産
市
」を
は
じ
め
と

株式会社サンエイト奥出雲中村ファーム「エゴマ油と唐辛子」 

地域ブランド米「仁多米」 
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す
る
農
産
物
直
売
所
が
点
在
し
、地
元
産
の
農
林
畜
産
物
・

加
工
品
が
販
売
さ
れ
る
な
ど
地
産
地
消
の
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、奥
出
雲
町
に
隣
接
す
る
雲
南
市
・
飯
南

町
を
含
め
た
一
市
二
町
の
生
産
者
な
ど
約
二
、七
〇
〇
人

で
組
織
す
る
奥
出
雲
産
直
振
興
推
進
協
議
会
で
は
、
域
内

他
一
九
か
所
の
農
産
物
直
売
所
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た

広
域
農
産
物
集
配
荷
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
年
間
五
億
円
以
上

を
売
上
げ
て
い
る（
令
和
五
年
）。
同
協
議
会
は
、
平
成

十
八
年
度
地
産
地
消
優
良
活
動
表
彰
で
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
他
、
平
成
二
十
七
年
に
は
N
H
K
と
J
A
全

中
な
ど
が
共
同
で
主
催
す
る
日
本
農
業
賞
で「
食
の
架
け

橋
の
部
」大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

町
及
び
町
農
業
公
社
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
も

進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
六
年
度
に
は
、
農
研
機
構
西
日

本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
と
島

根
県
東
部
農
林
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
及
び
畜
産
技
術
セ
ン

タ
ー
の
指
導
を
受
け
、
新
型

フ
レ
ー
ル
モ
ア
を
活
用
し
た

荒
廃
農
地
再
生
実
証
事
業
が

実
施
さ
れ
た
。

　

現
在
、
国
営
開
発
農
地
に

は
、
飼
料
作
物
が
約
六
八
ha

（
約
二
五
％
）、
そ
ば
が
約

三
二
ha（
約
一
二
％
）、
ほ
う

れ
ん
そ
う
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
の

露
地
・
施
設
野
菜
が
約
二
二

ha（
約
八
％
）、
ぶ
ど
う
等
の

　

国
営
農
地
開
発
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

と
坂
根
ダ
ム
で
町
の
変
革

奥
出
雲
町
土
地
改
良
区　

理
事
長

村
尾
　
明
利

　

横
田
地
区
国
営
農
地
開
発
事
業
（
国
営
開
パ

イ
）
の
関
り
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
思
い
で
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
前
後
に

か
け
て
農
村
は
、「
農
業
の
曲
が
り
角
」
と
揶

揄
（
世
情
を
風
刺
）
さ
れ
、農
業
の
跡
継
ぎ
（
主

に
中
卒
者
）
の
多
く
は
、「
金
の
卵
」
と
称
さ

れ
都
会
に
流
出
し
た
時
代
で
し
た
。

　

丁
度
、
私
は
町
の
後
継
者
育
成
奨
学
金
を
得

て
昭
和
四
十
四
年
春
、
松
江
市
の
農
業
高
校
に

進
み
、
地
元
に
帰
省
の
際
、
堀
江
横
田
町
長
に

表
敬
訪
問
し
て
初
め
て
国
営
開
パ
イ
事
業
が
始

ま
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。　
　

　

山
林
を
切
り
開
き
、
畑
を
造
成
、
ダ
ム
を
建

設
し
て
横
田
町
（
町
合
併
後
、
奥
出
雲
町
）
四

地
区
の
造
成
畑
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
灌
漑
配
水

す
る
。
酪
農
や
野
菜
・
果
樹
栽
培
で
水
稲
に
次

ぐ
畑
作
農
業
立
町
を
目
指
す
と
い
う
夢
の
よ
う

な
話
を
伺
い
、
本
町
農
業
に
大
き
な
期
待
が
膨

ら
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
地
元
の
Ｊ
Ａ
に
就
職
し
国
営

開
パ
イ
事
業
に
深
く
関
わ
る
中
、
開
パ
イ
造
成

畑
で
は
酪
農
、
野
菜
栽
培
、
養
蚕
の
桑
や
杜
中

茶
栽
培
、
新
た
に
ブ
ド
ウ
栽
培
な
ど
様
々
な
作

物
が
作
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

畑
の
造
成
は
、
持
山
参
加
型
山
成
り
工
法
で

行
わ
れ
、
多
く
は
真
砂
土
を
耕
土
と
し
た
肥
料

分
の
少
な
い
畑
団
地
が
町
内
各
地
に
点
在
す
る

事
に
な
り
、
生
産
性
が
低
い
畑
地
は
後
の
農
家

の
高
齢
化
と
と
も
に
担
い
手
不
足
に
拍
車
を
か

け
る
要
因
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
、
奥
出
雲
町
の
国
営
開
パ
イ
で
の
営
農

形
態
・
栽
培
品
目
は
多
種
多
様
で
、
畜
産
の
飼

料
作
や
ブ
ド
ウ
、
ト
マ
ト
、
野
菜
な
ど
の
施
設

園
芸
、
キ
ャ
ベ
ツ
・
大
根
な
ど
の
露
地
野
菜
、

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
、
エ
ゴ
マ
、
在
来
そ
ば
等
が

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
に
よ
る
灌
漑
は
渇
水
に
困
窮
し
て
い
た

水
田
に
も
供
給
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
益
々
そ

の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
奥
出
雲
町
の
開

パ
イ
営
農
団
地
は
今
、
生
産
農
家
の
高
齢
化
・

担
い
手
不
足
で
耕
作
放
棄
地
や
休
耕
農
地
が
目

に
つ
き
ま
す
が
、
ダ
ム
に
よ
る
灌
漑
用
水
施
設

は
多
く
の
可
能
性
を
含
ん
で
お
り
、
開
発
に
着

手
し
た
当
時
の
人
々
の
夢
や
思
い
を
一
歩
で
も

前
進
さ
せ
る
事
が
私
達
に
託
さ
れ
た
使
命
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

道の駅「奥出雲おろちループ」 
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果
樹
が
約
一
一
ha（
約
四
％
）栽
培
さ
れ
て
い
る
一
方
、
遊
休

農
地
約
七
五
ha
を
含
む
約
一
一
三
ha（
約
四
二
％
）が
作
付
休

閑
地
等
と
な
っ
て
い
る（
令
和
六
年
）。
遊
休
農
地
・
作
付
休

閑
地
は
一
時
減
少
し
て
い
た
も
の
の
、
近
年
は
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
を
背
景
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
町

で
は
そ
の
解
消
に
向
け
て
飼
料
生
産
機
械
を
整
備
し
、
町
農

業
公
社
に
お
い
て
地
域
内
の
畜
産
農
家
へ
の
飼
料
供
給
体
制

を
強
化
す
る
等
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
民

間
企
業
参
入
等
に
よ
り
、
遊
休
農
地
・
作
付
休
閑
地
の
解
消

に
向
け
た
取
組
が
更
に
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
奥
出
雲
町
の
農
業
に
関
連
し
て
、

古
来
か
ら
奥
出
雲
地
域
で
行
わ
れ
た
「
た
た
ら
製
鉄
」
は
良

質
の
鉄
を
つ
く
り
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
砂
鉄
採
取
跡
地
を

棚
田
へ
と
再
生
し
た
ほ
か
、
鉄
の
運
搬
や
農
耕
を
担
っ
た
使

役
牛
は
改
良
を
重
ね
て
現
在
は
ブ
ラ
ン
ド
牛「
奥
出
雲
和
牛
」

の
産
地
と
し
て
確
立
し
、
牛
糞
な
ど
の
有
機
質
堆
肥
を
水
田

に
施
用
す
る
土
づ
く
り
に
よ
り
地
域
ブ
ラ
ン
ド
米「
仁
多
米
」

が
生
産
さ
れ
る
な
ど
、
資
源
循
環
型
の
農
業
が
営
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
三
十
一
年
、「
た
た
ら
製
鉄
に

由
来
す
る
奥
出
雲
の
資
源
循
環
型
農
業
」
が
中
国
地
方
で
初

め
て
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

　

町
内
で
は
、こ
れ
を
契
機
と
し
て
地
元
産
の
農
林
畜
産
物
・

加
工
品
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

棚
田
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト「
た
た
ら
の
灯
」、
秋
の
味

覚「
新
そ
ば
」や
農
泊
の
取
組
等
を
通
じ
て
交
流
人
口
の
拡
大

に
も
取
組
ま
れ
て
い
る
。

豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景

観
を
守
り
つ
つ
、
高
品
質

の
農
林
畜
産
物
を
奥
出
雲

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
生
産
・

供
給
す
る
と
と
も
に
、
地

域
活
性
化
に
向
け
て
様
々

な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い

る
奥
出
雲
町
農
業
の
更
な

る
発
展
に
期
待
し
た
い
。
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農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ　

• 

た
た
ら
製
鉄
に
由
来
す
る
奥
出

雲
の
資
源
循
環
型
農
業（
島
根

県
奥
出
雲
地
域
）：
農
林
水
産

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

• 

日
本
農
業
遺
産
認
定
地
域
の
取

組
事
例
集（
令
和
四
年
十
月
時

点
）：
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　

坂
根
ダ
ム
の
思
い
出

公
益
社
団
法
人

土
地
改
良
測
量
設
計
技
術
協
会

専
務
理
事

野
原
　
弘
彦

　

私
は
昭
和
六
十
一
年
四
月
か
ら
平
成
元
年
六

月
ま
で
の
三
年
三
か
月
の
間
、
横
田
開
拓
建
設

事
業
所
坂
根
支
所
工
事
一
係
員
と
し
て
勤
務
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
現
場
で
、
ま
た
、
島
根
の

奥
深
い
地
域
で
の
生
活
に
、
期
待
と
不
安
が
入

り
交
ざ
る
複
雑
な
気
持
ち
で
赴
任
し
ま
し
た
。

　

着
任
時
は
ま
だ
ダ
ム
の
本
体
工
事
は
始
ま
っ

て
お
ら
ず
、
支
所
で
担
当
し
た
の
が
管
理
用
道

路
及
び
仮
排
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
監
督
業
務
で
し

た
が
、
ダ
ム
工
事
の
発
注
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
夕
方
以
降
と
土
日
は

事
業
所
の
会
議
室
で
土
量
や
鉄
筋
等
の
数
量
計

算
の
チ
ェ
ッ
ク
、
図
面
の
修
正
、
積
算
デ
ー
タ

の
作
成
及
び
雑
用
係
と
し
て
連
日
深
夜
ま
で
仕

事
が
続
く
と
い
う
日
々
で
し
た
。
ダ
ム
工
事
で

は
多
様
な
工
種
や
特
殊
な
建
設
機
材
が
必
要
で

標
準
歩
掛
り
に
な
い
工
種
が
多
く
あ
り
、
他
ダ

ム
で
の
積
算
を
参
考
に
農
政
局
と
相
談
し
な
が

ら
機
械
能
力
・
損
料
等
を
決
め
、
単
価
表
を
作

成
す
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　

ダ
ム
の
本
体
工
事
が
始
ま
る
と
、
主
に
土
工

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
管
理
を
担
当
し
、

J
V
職
員
の
方
々
か
ら
測
量
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

試
験
等
、
教
え
て
頂
い
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
た
だ
ス
ラ
ン
プ
試
験
は
最
後
ま
で
う
ま

く
引
き
抜
け
ず
、
悔
し
い
思
い
出
で
す
。
ま
た
、

冬
場
の
工
事
休
止
期
間
は
設
計
変
更
や
年
度
毎

の
出
来
高
支
払
い
の
た
め
の
積
算
業
務
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
積
算
シ
ス
テ
ム
で

は
ダ
ム
積
算
の
大
量
な
デ
ー
タ
処
理
に
多
く
の

時
間
が
要
す
る
こ
と
か
ら
、
他
の
事
業
所
の
工

事
積
算
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
土
地
改
良
技

術
事
務
所
に
一
週
間
泊
ま
り
込
み
で
、
夜
中
に

積
算
電
算
機
を
独
占
使
用
し
、
昼
間
は
そ
の
結

果
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
支
所
の
係

長
と
確
認
を
取
り
修
正
を
繰
返
す
、
今
で
は
考

え
ら
れ
な
い
作
業
で
し
た
。

　

仕
事
以
外
で
は
、「
坂
根
で
し
か
出
来
な
い

こ
と
を
体
験
し
な
さ
い
」
と
の
支
所
長
の
あ
り

が
た
い
指
導
に
よ
り
、
昼
休
み
や
夕
方
に
春
は

ワ
ラ
ビ
等
の
山
菜
採
取
や
渓
流
釣
り
、
秋
に
な

る
と
茸
狩
り
、
冬
は
若
手
同
僚
と
の
ス
キ
ー
等
、

奥
出
雲
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
す
る
と
い
う
得

難
い
体
験
も
で
き
た
期
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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す
る
農
産
物
直
売
所
が
点
在
し
、地
元
産
の
農
林
畜
産
物
・

加
工
品
が
販
売
さ
れ
る
な
ど
地
産
地
消
の
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、奥
出
雲
町
に
隣
接
す
る
雲
南
市
・
飯
南

町
を
含
め
た
一
市
二
町
の
生
産
者
な
ど
約
二
、七
〇
〇
人

で
組
織
す
る
奥
出
雲
産
直
振
興
推
進
協
議
会
で
は
、
域
内

他
一
九
か
所
の
農
産
物
直
売
所
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た

広
域
農
産
物
集
配
荷
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
年
間
五
億
円
以
上

を
売
上
げ
て
い
る（
令
和
五
年
）。
同
協
議
会
は
、
平
成

十
八
年
度
地
産
地
消
優
良
活
動
表
彰
で
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
他
、
平
成
二
十
七
年
に
は
N
H
K
と
J
A
全

中
な
ど
が
共
同
で
主
催
す
る
日
本
農
業
賞
で「
食
の
架
け

橋
の
部
」大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　

町
及
び
町
農
業
公
社
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
も

進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
六
年
度
に
は
、
農
研
機
構
西
日

本
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
と
島

根
県
東
部
農
林
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
及
び
畜
産
技
術
セ
ン

タ
ー
の
指
導
を
受
け
、
新
型

フ
レ
ー
ル
モ
ア
を
活
用
し
た

荒
廃
農
地
再
生
実
証
事
業
が

実
施
さ
れ
た
。

　

現
在
、
国
営
開
発
農
地
に

は
、
飼
料
作
物
が
約
六
八
ha

（
約
二
五
％
）、
そ
ば
が
約

三
二
ha（
約
一
二
％
）、
ほ
う

れ
ん
そ
う
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
の

露
地
・
施
設
野
菜
が
約
二
二

ha（
約
八
％
）、
ぶ
ど
う
等
の

　

国
営
農
地
開
発
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

と
坂
根
ダ
ム
で
町
の
変
革

奥
出
雲
町
土
地
改
良
区　

理
事
長

村
尾
　
明
利

　

横
田
地
区
国
営
農
地
開
発
事
業
（
国
営
開
パ

イ
）
の
関
り
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
思
い
で
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
前
後
に

か
け
て
農
村
は
、「
農
業
の
曲
が
り
角
」
と
揶

揄
（
世
情
を
風
刺
）
さ
れ
、農
業
の
跡
継
ぎ
（
主

に
中
卒
者
）
の
多
く
は
、「
金
の
卵
」
と
称
さ

れ
都
会
に
流
出
し
た
時
代
で
し
た
。

　

丁
度
、
私
は
町
の
後
継
者
育
成
奨
学
金
を
得

て
昭
和
四
十
四
年
春
、
松
江
市
の
農
業
高
校
に

進
み
、
地
元
に
帰
省
の
際
、
堀
江
横
田
町
長
に

表
敬
訪
問
し
て
初
め
て
国
営
開
パ
イ
事
業
が
始

ま
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。　
　

　

山
林
を
切
り
開
き
、
畑
を
造
成
、
ダ
ム
を
建

設
し
て
横
田
町
（
町
合
併
後
、
奥
出
雲
町
）
四

地
区
の
造
成
畑
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
灌
漑
配
水

す
る
。
酪
農
や
野
菜
・
果
樹
栽
培
で
水
稲
に
次

ぐ
畑
作
農
業
立
町
を
目
指
す
と
い
う
夢
の
よ
う

な
話
を
伺
い
、
本
町
農
業
に
大
き
な
期
待
が
膨

ら
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
地
元
の
Ｊ
Ａ
に
就
職
し
国
営

開
パ
イ
事
業
に
深
く
関
わ
る
中
、
開
パ
イ
造
成

畑
で
は
酪
農
、
野
菜
栽
培
、
養
蚕
の
桑
や
杜
中

茶
栽
培
、
新
た
に
ブ
ド
ウ
栽
培
な
ど
様
々
な
作

物
が
作
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

畑
の
造
成
は
、
持
山
参
加
型
山
成
り
工
法
で

行
わ
れ
、
多
く
は
真
砂
土
を
耕
土
と
し
た
肥
料

分
の
少
な
い
畑
団
地
が
町
内
各
地
に
点
在
す
る

事
に
な
り
、
生
産
性
が
低
い
畑
地
は
後
の
農
家

の
高
齢
化
と
と
も
に
担
い
手
不
足
に
拍
車
を
か

け
る
要
因
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
、
奥
出
雲
町
の
国
営
開
パ
イ
で
の
営
農

形
態
・
栽
培
品
目
は
多
種
多
様
で
、
畜
産
の
飼

料
作
や
ブ
ド
ウ
、
ト
マ
ト
、
野
菜
な
ど
の
施
設

園
芸
、
キ
ャ
ベ
ツ
・
大
根
な
ど
の
露
地
野
菜
、

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
、
エ
ゴ
マ
、
在
来
そ
ば
等
が

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
に
よ
る
灌
漑
は
渇
水
に
困
窮
し
て
い
た

水
田
に
も
供
給
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
益
々
そ

の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
奥
出
雲
町
の
開

パ
イ
営
農
団
地
は
今
、
生
産
農
家
の
高
齢
化
・

担
い
手
不
足
で
耕
作
放
棄
地
や
休
耕
農
地
が
目

に
つ
き
ま
す
が
、
ダ
ム
に
よ
る
灌
漑
用
水
施
設

は
多
く
の
可
能
性
を
含
ん
で
お
り
、
開
発
に
着

手
し
た
当
時
の
人
々
の
夢
や
思
い
を
一
歩
で
も

前
進
さ
せ
る
事
が
私
達
に
託
さ
れ
た
使
命
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

道の駅「奥出雲おろちループ」 

農産物直売所「よこただんだん市場」

果
樹
が
約
一
一
ha（
約
四
％
）栽
培
さ
れ
て
い
る
一
方
、
遊
休

農
地
約
七
五
ha
を
含
む
約
一
一
三
ha（
約
四
二
％
）が
作
付
休

閑
地
等
と
な
っ
て
い
る（
令
和
六
年
）。
遊
休
農
地
・
作
付
休

閑
地
は
一
時
減
少
し
て
い
た
も
の
の
、
近
年
は
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
を
背
景
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
町

で
は
そ
の
解
消
に
向
け
て
飼
料
生
産
機
械
を
整
備
し
、
町
農

業
公
社
に
お
い
て
地
域
内
の
畜
産
農
家
へ
の
飼
料
供
給
体
制

を
強
化
す
る
等
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
民

間
企
業
参
入
等
に
よ
り
、
遊
休
農
地
・
作
付
休
閑
地
の
解
消

に
向
け
た
取
組
が
更
に
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
奥
出
雲
町
の
農
業
に
関
連
し
て
、

古
来
か
ら
奥
出
雲
地
域
で
行
わ
れ
た
「
た
た
ら
製
鉄
」
は
良

質
の
鉄
を
つ
く
り
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
砂
鉄
採
取
跡
地
を

棚
田
へ
と
再
生
し
た
ほ
か
、
鉄
の
運
搬
や
農
耕
を
担
っ
た
使

役
牛
は
改
良
を
重
ね
て
現
在
は
ブ
ラ
ン
ド
牛「
奥
出
雲
和
牛
」

の
産
地
と
し
て
確
立
し
、
牛
糞
な
ど
の
有
機
質
堆
肥
を
水
田

に
施
用
す
る
土
づ
く
り
に
よ
り
地
域
ブ
ラ
ン
ド
米「
仁
多
米
」

が
生
産
さ
れ
る
な
ど
、
資
源
循
環
型
の
農
業
が
営
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
三
十
一
年
、「
た
た
ら
製
鉄
に

由
来
す
る
奥
出
雲
の
資
源
循
環
型
農
業
」
が
中
国
地
方
で
初

め
て
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

　

町
内
で
は
、こ
れ
を
契
機
と
し
て
地
元
産
の
農
林
畜
産
物
・

加
工
品
の
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

棚
田
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト「
た
た
ら
の
灯
」、
秋
の
味

覚「
新
そ
ば
」や
農
泊
の
取
組
等
を
通
じ
て
交
流
人
口
の
拡
大

に
も
取
組
ま
れ
て
い
る
。

豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景

観
を
守
り
つ
つ
、
高
品
質

の
農
林
畜
産
物
を
奥
出
雲

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
生
産
・

供
給
す
る
と
と
も
に
、
地

域
活
性
化
に
向
け
て
様
々

な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い

る
奥
出
雲
町
農
業
の
更
な

る
発
展
に
期
待
し
た
い
。
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ま
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。
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任
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は
ま
だ
ダ
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の
本
体
工
事
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始
ま
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て
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支
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で
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当
し
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の
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理
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仮
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が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
夕
方
以
降
と
土
日
は

事
業
所
の
会
議
室
で
土
量
や
鉄
筋
等
の
数
量
計

算
の
チ
ェ
ッ
ク
、
図
面
の
修
正
、
積
算
デ
ー
タ

の
作
成
及
び
雑
用
係
と
し
て
連
日
深
夜
ま
で
仕

事
が
続
く
と
い
う
日
々
で
し
た
。
ダ
ム
工
事
で

は
多
様
な
工
種
や
特
殊
な
建
設
機
材
が
必
要
で

標
準
歩
掛
り
に
な
い
工
種
が
多
く
あ
り
、
他
ダ

ム
で
の
積
算
を
参
考
に
農
政
局
と
相
談
し
な
が

ら
機
械
能
力
・
損
料
等
を
決
め
、
単
価
表
を
作

成
す
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　

ダ
ム
の
本
体
工
事
が
始
ま
る
と
、
主
に
土
工

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
管
理
を
担
当
し
、

J
V
職
員
の
方
々
か
ら
測
量
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

試
験
等
、
教
え
て
頂
い
た
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
た
だ
ス
ラ
ン
プ
試
験
は
最
後
ま
で
う
ま

く
引
き
抜
け
ず
、
悔
し
い
思
い
出
で
す
。
ま
た
、

冬
場
の
工
事
休
止
期
間
は
設
計
変
更
や
年
度
毎

の
出
来
高
支
払
い
の
た
め
の
積
算
業
務
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
積
算
シ
ス
テ
ム
で

は
ダ
ム
積
算
の
大
量
な
デ
ー
タ
処
理
に
多
く
の

時
間
が
要
す
る
こ
と
か
ら
、
他
の
事
業
所
の
工

事
積
算
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
土
地
改
良
技

術
事
務
所
に
一
週
間
泊
ま
り
込
み
で
、
夜
中
に

積
算
電
算
機
を
独
占
使
用
し
、
昼
間
は
そ
の
結

果
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
支
所
の
係

長
と
確
認
を
取
り
修
正
を
繰
返
す
、
今
で
は
考

え
ら
れ
な
い
作
業
で
し
た
。

　

仕
事
以
外
で
は
、「
坂
根
で
し
か
出
来
な
い

こ
と
を
体
験
し
な
さ
い
」
と
の
支
所
長
の
あ
り

が
た
い
指
導
に
よ
り
、
昼
休
み
や
夕
方
に
春
は

ワ
ラ
ビ
等
の
山
菜
採
取
や
渓
流
釣
り
、
秋
に
な

る
と
茸
狩
り
、
冬
は
若
手
同
僚
と
の
ス
キ
ー
等
、

奥
出
雲
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫
す
る
と
い
う
得

難
い
体
験
も
で
き
た
期
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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